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補 助 金 等 調 書 

 

補助金等の名称 茶路川サケ・マス有効利用調査事業補助金 担当課 経済課 

交付根拠法令等 
茶路川サケ・マス有効利用調査事業補助金 

交付要綱 
終 期 

平成24年度 

補 助 事 業 者 茶路川サケ・マス有効利用調査実行委員会 補助金等の分類 補助金 

総合計画の施策 

体系(行政目標) 

施策分類 観光・レクリエーションの

振興 

施策小分類 体験型観光の推進 

施策目的 交流人口による地域の活性化を図るため、観光資源を生かしたサケ

の川釣りなど、体験型観光の機能を充実させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 の 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（目的） 

本事業は、町が町内の団体と実行委員会を組織し、商業、観光サービス等各分 

野の産業要素を融合化した遊漁的事業として、町のＰＲもかねて実施している「

茶路川サケ・マス有効利用調査事業」が、近年の調査参加者の減少からくる財源

不足により事業の存続に窮する状況にあることから、同実行委員会に対して助成

を行う事により、事業の改善を促すことを目的とする。 

 

（事業） 

釣獲調査事業 

茶路川でのサケ・マス遊漁事業の可能性を探ることを目的として、調査員を 

募集し厳正なる条件下でサケ釣りを実施し、釣獲場所・釣獲時期・釣獲時間・

釣獲数量等のデーターを集積し、サケ・マス資源の有効な活用法を探ると共に、

サケ・マスの遡上時期に調査員が河川に入ることにより、密漁等を防止し河川

秩序の維持を図る。 

〈24年度参加者数〉 延べ1,408人  〈24年度釣獲数〉1,219尾 

 

・ふるさと教育事業の実施 

  本町が推進している「ふるさと教育」の新たな素材として、地元の大切な資

源であるサケ・マスに関わっていくための機会づくりのため、「サケ釣り体験

授業」や「サケの調理実習等」を実施している。 

〈24年度実施授業〉秋鮭調理実習 

 

平成２４年度 

収入決算額(a) 

平成２４年度 

支出決算額(b) 
差し引き (a)－(b) 

(a)収入のうち 

町補助金額(c) 
(c)のうち一般財源 

1,639,285 1,628,877 10,408 300,000 300,000 

 


